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常設展示室（第5展示室）
特別陳列

染色パネルの美
3月5日（水）～28日（金）

近
現
代
の
日
本
画
の
よ
う
に
額
装
さ
れ
た
染
色
パ
ネ
ル
作
品

は
、
現
在
で
は
着
物
に
順
ず
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
独
特
の

素
材
感
を
生
か
し
た
一
表
現
形
態
と
し
て
、
染
色
の
ジ
ャ
ン
ル

に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
絵
画
の
形
態
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
西
洋
美

術
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
道
具
・
調
度
と
し
て
の
側
面
を
強

く
持
っ
て
い
た
伝
統
的
な
形
式
か
ら
、
額
装
さ
れ
た
大
画
面
の

も
の
へ
と
移
り
ま
し
た
。
工
芸
の
分
野
に
お
い
て
も
、
伝
統
的

な
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
表
現
を
探
る
た
め
に
、
こ
の

額
装
さ
れ
た
パ
ネ
ル
作
品
と
い
う
形
態
を
選
択
す
る
作
家
た
ち

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

染
織
品
は
、
着
物
に
仕
立
て
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
の
が
多

い
で
す
が
、
絵
画
同
様
、
平
面
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

古
く
か
ら
鑑
賞
物
と
し
て
掛
軸
や
屏
風
な
ど
に
仕
立
て
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
工
芸
の
中
で
も
特
に
日
本
画
の
影
響
が
大
き
か

っ
た
と
い
え
ま
す
。

近
年
は
退
色
し
や
す
い
染
料
よ
り
も
顔
料
を
使
う
こ
と
が
多

い
と
は
い
え
、
紙
な
ど
に
絵
具
を
置
く
と
い
う
絵
画
と
は
違
い
、

あ
く
ま
で
布
地
そ
の
も
の
を
染
め
る
表
現
で
す
。
ま
た
着
物
用

の
着
尺
の
よ
う
に
糊
置
き
、
媒
染
な
ど
と
い
っ
た
工
程
を
経
る

場
合
も
あ
り
、
ま
た
一
度
色
を
置
け
ば
や
り
直
し
が
難
し
い
と

い
う
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
表
現
さ
れ
た
作
品
は
、
独
特
の
抑

制
さ
れ
た
美
の
世
界
を
築
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
常
設
第
五
展
示
室
の
壁
面
を
使
っ
て
、
石
川
県
在
住

の
作
家
を
中
心
と

し
、
館
蔵
品
と
借

用
品
を
含
め
た
七

作
家
・
二
十
四
点

の
作
品
を
一
堂
に

会
し
て
、
絵
画
と

も
着
物
と
も
一
線

を
画
し
た
そ
の
魅

力
を
探
り
ま
す
。

望郷　成竹登茂男
昭和56（1972）年

月
と
陰
　
原

峯
水
　
松
任
市
立
博
物
館
蔵

平
成
3（
1
9
9
1
）年

古
代
を
憶
う
　
堀

友
三
郎

昭
和
47（
1
9
7
2
）年

古
墳
へ
の
思
い
　
鶴
見
保
次
　
個
人
蔵

平
成
7（
1
9
9
5
）年
　

海
流
　
梶
山
　
伸

昭
和
54（
1
9
7
9
）年

南
海
　
原

峯
水
　
個
人
蔵

昭
和
9（
1
9
9
7
）年

出
品
作
家
（
五
十
音
順
）

梶
山
　
伸
　
鶴
見
保
次
　
中
町
博
志
　
成
竹
登
茂
男

原
　
峯
水
　
百
貫
俊
夫
　
堀
　
友
三
郎
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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

婚礼調度と遊戯具
3月5日（水）～28日（金）

今
回
の
展
示
は
溶
姫
の
婚
礼
調
度
と
香
道
具
を
中
心
と
し
た

遊
戯
具
で
す
。
溶
姫
の
婚
礼
調
度
と
し
て
前
田
育
徳
会
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
か
ら
、
厨
子
棚
を
は
じ
め
料
紙
箱
、

硯
箱
、
歯
黒
箱
、
十
二
手
箱
な
ど
、
二
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

婚
礼
調
度
と
は
、
婚
礼
の
際
に
女
性
が
嫁
ぎ
先
へ
持
参
す
る
も

の
で
、
豪
華
な
蒔
絵
装
飾
に
よ
る
家
紋
と
統
一
さ
れ
た
意
匠
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
品
は
、
三
棚
、
貝
桶
、
化
粧
道

具
、
文
房
具
、
遊
戯
具
、
武
具
、
飲
食
器
、
楽
器
な
ど
、
そ
の

数
量
は
膨
大
な
も
の
で
す
。

こ
の
婚
礼
調
度
は
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
二
十
一
女
偕と
も

子こ

す
な
わ
ち
溶
姫
が
、
加
賀
藩
十
三
代
藩
主
前
田
斉
泰
に
嫁
い

だ
際
の
も
の
で
す
。
松
唐
草
の
意
匠
と
徳
川
家
の
家
紋
で
あ
る

葵
の
紋
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
香
」
は
仏
教
と
と
も
に
奈
良
時
代
に
わ
が
国
に
伝
わ
り
、

室
町
時
代
頃
よ
り
香
道
と
い
う
日
本
独
特
の
香
り
の
文
化
を
生

み
だ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
足
利
義
政
の
命
で
、
三
条
西
実
隆

を
始
祖
と
し
て
、
志
野
宗
信
な
ど
に
よ
っ
て
玩
香
が
ん
こ
う

（
香
を
●た

い

て
香
り
を
楽
し
む
こ
と
）
の
作
法
が
定
め
ら
れ
、
芸
道
と
し
て

の
形
式
が
整
う
と
、
様
々
な
流
派
を
生
ん
で
江
戸
時
代
に
か
け

て
流
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
し
た
。

江
戸
時
代
以
後
の
香
道
は
組
香
が
そ
の
中
心
的
存
在
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
の
香
を
聞
き
当
て
る
遊
び

で
す
。
和
歌
、
物
語
、
漢
詩
、
故
事
来
歴
な
ど
を
主
題
に
、
三

〜
七
種
の
香
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
聞
き
当
て
る
事
を
競
う

ゲ
ー
ム
的
要
素
が
顕
著
と
な
り
ま
す
が
、
香
道
の
本
質
か
ら
す

れ
ば
、
四
季
折
々
の
趣
向
や
主
題
の
情
緒
を
、
香
り
の
中
で
味

わ
う
と
こ
ろ
に
主
旨
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
組
香
は
、
源
氏

香
、
競
馬
香
、
宇
治
山
香
な
ど
で
す
。
今
回
展
示
す
る
四
種
盤

や
桑
十
組
盤
な
ど
の
盤
立
物
は
そ
の
一
部
で
す
。

さ
ら
に
は
、
美
し
い
蒔
絵
が
施
さ
れ
た
香
割
道
具
や
組
香
に

必
要
な
各
種
の
道
具
を
納
め
た
十
種
香
箱
な
ど
の
香
道
具
、
そ

の
他
の
遊
戯
具
と
し
て
、
碁
盤
と
碁
笥
、
将
棋
盤
と
将
棋
箱
な

ど
十
件
を
展
示
し
ま
す
。
華
麗
な
調
度
に
雅
な
日
本
の
伝
統
を

感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

仏教美術
3月5日（水）～28日（金）

仏
教
美
術
の
中
で
も
仏
画
は
、
仏
教
絵
画
の
略
で
、
広
く
仏

教
関
係
の
絵
画
全
般
を
さ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
、

礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
る
仏
教
諸
尊
の
画
像
を
さ
し
ま
す
。
絵
画

史
的
に
も
重
要
な
も
の
も
多
く
、
そ
の
発
展
の
概
略
を
示
す
と
、

飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
は
、
中
国
・
朝
鮮
の

大
陸
文
化
の
受
容
と
展
開
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代
後
期
に
な
る

と
、
日
本
的
な
独
自
の
表
現
と
様
式
を
生
み
だ
し
、
仏
画
の
黄

金
時
代
を
む
か
え
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
い
る
と
禅
宗
や
、
浄

土
宗
、
日
蓮
宗
な
ど
の
新
仏
教
が
興
り
、
内
容
的
に
も
写
実
的

で
多
種
多
様
で
変
化
に
富
む
様
相
を
呈
し
ま
す
が
、
鎌
倉
時
代

末
期
以
降
は
、
意
欲
的
な
作
品
が
少
な
く
な
り
、
急
速
に
衰
退

化
の
傾
向
を
た
ど
り
ま
す
。

幾
つ
か
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
み
る
と
、
ま
ず
金
沢
市
平
岡

野
神
社
蔵
の
金
沢
市
文
化
財
「
愛
染
宝
塔
曼

あ
い
ぜ
ん
ほ
う
と
う
ま
ん

荼
羅
図

だ

ら

ず

」
は
、
中

心
の
塔
の
中
に
愛
染
明
王
を
描
き
、
画
面
上
部
に
は
金
剛
胎
蔵

両
界
の
五
仏
を
種
子
で
表
し
、
下
部
に
真
言
八
祖
像
を
配
し
た

も
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
と
し
て
は
貴
重
で
す
。
輪
島
市
金

蔵
寺
蔵
の
県
文
化
財
「
両
界
曼

り
ょ
う
か
い
ま
ん
荼
羅
図

だ

ら

ず

」
は
、
大
日
経
と
金
剛

頂
経
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
金
剛
界
曼

こ
ん
ご
う
か
い
ま
ん

荼
羅
だ

ら

」
と
「
胎た
い

蔵
界
曼

ぞ
う
か
い
ま
ん

荼
羅
だ

ら

」
が
描
か
れ
ま
す
が
、
と
も
に
大
日
如
来
を
主
尊

と
し
て
、
密
教
の
根
本
義
を
図
示
し
た
も
の
で
、
一
部
に
截
金
き
り
か
ね

技
法
を
用
い
る
な
ど
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
頃
に

制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
金
沢
市
大
乗
寺
蔵
の
県
文
化
財
「
千せ
ん

体
仏
た
い
ぶ
つ

図ず

」
は
、
画
面
の
中
央
、
方
廊
に
釈
迦
像
を
描
き
、
そ
の

周
囲
に
小
印
仏
一
躯
づ
つ
を
安
じ
、
全
体
二
十
七
段
に
配
し
た

真
言
に
お
け
る
曼
荼
羅
の
一
つ
で
、
寸
法
も
大
き
く
室
町
時
代

前
期
頃
の
仏
画
と
し
て
貴
重
で
す
。
金
沢
市
如
来
寺
蔵
の
市
文

化
財
「
阿
弥
陀

あ

み

だ

三
尊
来
迎

さ
ん
ぞ
ん
ら
い
ご
う

図ず

」
は
、
画
面
左
上
か
ら
画
面
外
の

往
生
者
に
向
か
っ
て
来
迎
す
る
阿
弥
陀
三
尊
の
斜
な
な
め
来
迎
図
で
立

像
乗
雲
の
阿
弥
陀
如
来
と
こ
れ
に
蓮
台
を
捧
げ
蹲
つ
く
ば
い
す
る
観

音
、
侍
立
合
掌
の
勢
至
菩
薩
が
描
か
れ
る
な
ど
、
南
北
朝
時
代

の
作
例
と
し
て
貴
重
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
金
沢
市
高
巌
寺
蔵
の

市
文
化
財
「
仏
ほ
と
け
涅ね

槃は
ん

図ず

」、
同
じ
く
金
沢
市
大
乗
寺
蔵
の
「
釈し
ゃ

迦
十
六
善
神

か
じ
ゅ
う
ろ
く
ぜ
ん
し
ん

画が

像ぞ
う

」、
門
前
町
総
持
寺
祖
院
と
金
沢
市
大
乗
寺

で
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
、
と
も
に
県
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

「
十
六

じ
ゅ
う
ろ
く
羅ら

漢か
ん

図ず

」
な
ど
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
仏
画
を
展
示

し
ま
す
。

金
沢
市
指
定
文
化
財
　

阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
　
如
来
寺
蔵
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連
理
　
脇
田
　
和

前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
婚
礼
調
度
と
遊
戯
具

葵
紋
蒔
絵
調
度
品
　
溶
姫
所
用

四
種
盤

村
梨
子
地
唐
松
唐
草
御
紋
蒔
絵
十
種
香
箱

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室

古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

特
集
　
仏
教
美
術

□
両
界
曼
荼
羅
図

金
蔵
寺
蔵

△
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図

如
来
寺
蔵

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

春
め
く

村
田
省
蔵

連
理

脇
田
　
和

彫
塑
・
造
形

獅
子

相
川
松
濤

目
鼻
の
あ
る
胴
体

田
中
太
郎

犬

山
本
力
吉

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

陶
磁
・
漆
工

青
手
小
禽
文
飾
皿

北
出
不
二
雄

浅
春
蒔
絵
小
筥

寺
井
直
次

特
別
陳
列
　
染
色
パ
ネ
ル
の
美

※
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

第
６
展
示
室
（
日
本
画
・
書
）

春
を
待
つ

滝
川
真
人

早
春

原
田
太
乙

書
暁
雲

久
田
鶴
南

万
寿
無
彊

表
　
立
雲

◆
観
覧
料
（
特
別
陳
列
を
含
む
）

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

常設展示室

主な展示作品
3月5日（水）～28日（金）

'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財
△＝金沢市指定文化財

職
人
芸
を
た
っ
ぷ
り
と
。

ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
　

三
月
の
月
例
映
画
会
は
、
次
の
六
本
を
上
映

い
た
し
ま
す
。

当
館
に
は
、
伝
統
工
芸
関
係
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
、
数
多
く

収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
通
常
よ
く
紹
介
さ
れ
る

作
家
に
関
す
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ま
り
名
前
を
聞
か
な
い

マ
イ
ナ
ー
な
工
芸
職
人
た
ち
を
紹
介
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
秋
に
は
、「
利
家
と
ま
つ
　
加
賀
百
万
石
物
語

展
」
に
ち
な
ん
で
、
石
川
の
伝
統
工
芸
特
集
と
し
て
、
当
県
ゆ

か
り
の
著
名
な
作
家
の
映
画
を
取
り
上
げ
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
、
も
う
少
し
な
じ
み
の
薄
い
職
人
た
ち
の
技
を
、
ま
と
め
て

ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
結
城
紬
」
は
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
織
物
で
、
茨
城
県
結
城
市
の
あ
た
り
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

真
綿
か
ら
糸
を
紡
ぎ
、
そ
れ
を
撚
っ
て
藍
に
染
め
、
そ
し
て
機

で
織
り
出
す
と
い
う
、
一
つ
一
つ
の
手
作
業
が
丁
寧
に
行
わ
れ
、

携
わ
る
人
々
の
真
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
内
容
で
す
。

「
梵
鐘
」
と
は
、
仏
の
功
徳
を
、
そ
の
大
き
く
響
き
わ
た
る
音

で
現
し
、
無
明
を
打
ち
破
っ
て
、
人
々
に
平
和
の
安
ら
ぎ
を
伝
え

る
、
仏
教
の
宝
器
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
映
画
で
は
、
鋳
金
の
大

家
・
香
取
正
彦
氏
に
よ
る
梵
鐘
の
制
作
の
様
子
を
、
原
図
の
作
成

か
ら
梵
鐘
が
誕
生
す
る
ま
で
、
詳
細
に
映
し
出
し
て
い
ま
す
。

「
黄
八
丈
」
は
、
八
丈
島
に
伝
わ
る
織
物
で
、
絹
糸
を
草

木
染
め
、
泥
染
め
に
し
、
手
織
り
で
丹
念
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
全
島
で
作
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
が
、
山
下
め
由

と
い
う
一
人
の
婦
人
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
貴
重
な
技
術

を
、
映
画
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
銀
線
細
工
」
は
、
秋
田
の
地
で
、
銀
を
使
っ
た
細
工
で

春
を
待
つ
　
滝
川
真
人

浅
春
蒔
絵
小
筥
　
寺
井
直
次

目
鼻
の
あ
る
胴
体
　
田
中
太
郎

月例映画会

今月のイチ押し 

三
月
九
日

「
結
城
紬
　
大
里
ふ
く
・
北
村
勘
一
・

北
條
き
の
」

（
25
分
）

「
余
韻
は
生
き
る

―
梵
鐘
―

香
取
正
彦
」

（
25
分
）

三
月
十
六
日

「
流
人
哀
歌
の
織
り
も
の

―
黄
八
丈
―

山
下
め
由
」

（
25
分
）

「
白
銀
の
細
工
師

―
銀
線
細
工
―

高
坂
雄
水
」
（
25
分
）

三
月
二
十
三
日

「
久
留
米
絣
　
松
枝
玉
記
」

（
25
分
）

「
箪
笥
町
の
老
職
人
―
箪
笥
金
具
―
菊
池
政
雄
」

（
25
分
）

！！

（
次
頁
下
段
へ
続
く
）

□
青
手
樹
木
図
平
鉢
　
古
九
谷
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知
ら
れ
る
高
坂
雄
水
氏
の
技
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

銀
の
細
い
線
を
、
指
先
の
微
妙
な
感
覚
を
た
よ
り
に
、
縄
状
に

よ
り
あ
わ
せ
、
小
さ
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
た
く
さ
ん
作
り
、
そ
れ

ら
を
蝋
づ
け
し
な
が
ら
、
全
体
の
形
を
構
成
し
て
い
く
と
い
う

技
術
で
す
。

「
久
留
米
絣
」
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
創
始
さ
れ
た
と
さ

れ
る
庶
民
的
な
木
綿
絣
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術
を
保
持
す
る
第
一
人
者

が
、
松
枝
玉
記
氏
で
す
。
久
留
米
の
織
屋
に
生
ま
れ
、
藍
染
め

の
絣
一
筋
に
生
き
て
き
た
氏
が
、
畢
生
の
仕
事
と
し
て
取
り
組

ん
だ
大
作
の
、
克
明
な
制
作
記
録
が
、
こ
の
映
画
で
す
。

「
箪
笥
金
具
」
は
、
岩
谷
堂
箪
笥
の
金
具
師
・
菊
池
政
雄

氏
の
技
術
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
岩
谷
堂
箪
笥
は
、
岩
手
県

を
代
表
す
る
伝
統
的
な
工
芸
品
で
、
奥
州
藤
原
氏
が
産
業
を
奨

励
し
た
平
安
時
代
末
期
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
年

月
を
経
て
伝
わ
っ
た
そ
の
技
に
よ
っ
て
、
細
や
か
で
重
厚
な
作

品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
映
画
を
見
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
分
野

で
、
伝
統
を
守
り
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
人
々
が
、
日
々
努
力

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
存
在
を
再
認
識
す
る
よ
い
機

会
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
上
映
す
る
映
画
は
、
少
し
内
容
が
古
い
た
め
、
現
在
の
状

況
と
は
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

第
25
回
記
念
一
創
会
展
金
沢
展

三
月
七
日（
金
）〜
十
二
日（
水
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

新
春
、
東
京
都
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た
本
展
の
中
か
ら
、
基

本
作
品
、
受
賞
作
品
及
び
石
川
県
内
作
家
の
力
作
約
百
二
十
点
を

選
び
、
金
沢
で
の
記
念
巡
回
展
を
開
催
致
し
ま
す
。

何
も
の
に
も
制
約
さ
れ
な
い
自
由
な
作
品
群
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

主
な
出
品
作
家

横
塚
　
繁
　
今
村
昭
寛
　
真
辺
啓
介
　
寺
西
武
久
　
西
山
英
二

増
田
眞
人
　
蓮
井
廣
幸
　
梅
沢
曜
行
　
虎
井
　
修
　
松
本
陽
子

入
場
料
　
一
般
五
〇
〇
円
　
大
高
生
四
〇
〇
円

中
学
生
以
下
無
料
（
団
体
料
金
は
各
一
〇
〇
円
引
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
。

〈
連
絡
先
〉
小
松
市
二
ツ
梨
町
ク
―
一
九
―
一
五

寺
西
武
久

1
〇
七
六
一
―
四
四
―
四
二
三
五

第
26
回
伝
統
九
谷
焼
工
芸
展

三
月
十
一
日（
火
）〜
二
十
七
日（
木
）

（
第
7
展
示
室
）

昭
和
五
十
一
年
に
郷
土
が
誇
る
九
谷
焼
の
技
術
保
存
と
発
展

向
上
を
図
る
た
め
、
九
谷
焼
技
術
保
存
会
が
石
川
県
無
形
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
展
は
そ
の
技
術
保
存
会
の

事
業
の
一
つ
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
公
募
展
で
、
今
回
は

二
十
六
回
目
で
す
。
入
選
作
並
び
に
九
谷
焼
技
術
保
存
会
会
員

の
作
品
を
一
堂
の
も
と
に
展
示
し
ま
す
。

入
場
料

一
　
般
三
五
〇
円
　
大
高
生
三
〇
〇
円

中
小
生
二
五
〇
円
（
団
体
は
各
五
〇
円
引
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
。

〈
連
絡
先
〉
能
美
郡
寺
井
町
寺
井
ヨ
二
五

石
川
県
九
谷
会
館

1
〇
七
六
一
―
五
七
―
〇
一
二
五

企
画
展
示
室

'02
玄
土
社
書
展

三
月
十
五
日（
土
）〜
十
七
日（
日
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

玄
土
社
の
'02
年
の
歩
み
を
ま
と
め
た
創
作
（
前
衛
抽
象
）
五

十
四
点
、
臨り
んπ

も

（
古
典
）
十
九
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
創
作

は
自
由
奔
放
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
。
臨π

は
あ
く
ま
で
も
古

典
に
忠
実
に
。
こ
の
基
本
姿
勢
に
揺
る
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

己
開
放
と
緊
張
感
を
愉
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
玄
土
社
で

す
。
玄
土
社
な
ら
で
は
の
書
の
世
界
へ
お
誘
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
加
え
て
、
中
国
文
物
出
版
社
（
中
国
出
版
界
ト
ッ
プ
）

が
後
援
、
45
周
年
特
別
展
示
会
が
併
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
、

中
華
文
明
の
粋
を
伝
え
る
出
土
文
物
資
料
、
書
籍
、
碑
法
帖
、

拓
本
等
、
興
味
深
い
も
の
で
す
。

会
期
中
の
行
事

「
表
立
雲
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

日
時
・
会
場

三
月
十
六
日（
日
）午
後
二
時
〜
講
義
室

入
場
無
料

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
本
多
町
一
―
七
―
一
五

1
〇
七
六
―
二
六
三
―
〇
一
二
二

玄
土
社
主
宰
表
　
立
雲
　
理
事
長
松
村
知
春

第
27
回
日
本
海
造
型
展

三
月
二
十
日（
木
）〜
二
十
六
日（
水
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

日
本
海
造
型
会
議
の
十
九
名
が
、
自
己
表
現
の
可
能
性
を
追

求
し
、
絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
、
建
築
、
書
、
造
形
、

漆
、
陶
、
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
意
欲
作
を
発
表
し
ま
す
。
既
成
の

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
、
交
流
す
る
中
で
、
新
し
い
北
陸
の
文
化
の

醸
成
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
テ
ー
マ
を
「
発
」

と
し
、
一
室
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。

入
場
料

一
般
六
〇
〇
円
　
大
高
生
四
〇
〇
円
　
中
小
生
二
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
各
一
〇
〇
円
引
。

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
山
科
一
―
一
四
―
四
〇

三
井
泰
子

1
〇
七
六
―
二
四
一
―
二
七
七
九

貸
出
中
の
所
蔵
品

色
絵
人
物
図
古
九
谷
写
平
鉢

初
代
須
田
菁
華
作

色
絵
山
水
図
大
鉢

初
代
徳
田
八
十
吉
作

芦
雁
大
皿

二
代
松
本
佐
吉
作

色
絵
水
鳥
図
古
九
谷
写
大
鉢

九
谷
陶
器
会
社
作

他
四
点
、
計
八
点

展
覧
会
　
「
至
高
へ
の
敬
慕
　
古
九
谷
を
模
す
」
展

会
　
期
　
二
月
八
日（
土
）〜
四
月
十
三
日（
日
）

会
　
場
　
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
（
加
賀
市
）

三
味
線

北
野
恒
富
筆

計
一
点

展
覧
会
　
北
野
恒
富
展
　
浪
花
画
壇
の
悪
魔
派

デ
カ
ダ
ン

会
　
期
　
二
月
一
日（
土
）〜
三
月
二
十
三
日（
日
）

会
　
場
　
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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平
成
十
四
年
度
開
催
の
展
覧
会（
一
）

今
年
度
も
当
館
で
は
、
一
階
の
企
画
展
示
室
や
二
階
の
常
設

展
示
室
で
数
多
く
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
と
し
て
は
、
当
館
主
催
の
「
日
本
芸
術
院
会
員
大

樋
長
左
衛
門
の
世
界
」、「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展

―
前
田
家
と
加
賀
文
化
―
」、「
鳥
と
語
る
詩
魂
の
画
家
脇
田

和
展
」
や
、「
国
立
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明

展
」、「
菅
原
道
真
公
一
一
〇
〇
年
祭
記
念
北
野
天
満
宮
神
宝

展
」
な
ど
の
報
道
機
関
主
催
の
企
画
展
、
ま
た
各
種
美
術
団
体

の
公
募
展
や
巡
回
展
と
い
う
よ
う
に
、
今
後
三
月
末
ま
で
に
開

催
予
定
の
も
の
を
含
め
ま
し
て
三
十
二
回
を
数
え
ま
す
。
常
設

展
示
室
で
行
っ
た
特
別
陳
列
や
特
集
は
二
十
六
回
と
な
り
、
一

階
と
二
階
を
合
計
す
る
と
五
十
八
回
と
い
う
多
く
を
数
え
ま

す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
本
芸
術
院
会
員

大
樋
長
左
衛
門
の
世
界
」
は
、
同

時
期
に
企
画
展
示
室
で
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
常
設
第
5
・
6
展
示
室
の
二
室
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
昭
和
二
年
に
九
代
大
樋
長
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
金
沢

に
生
ま
れ
、
伝
統
あ
る
大
樋
焼
茶
陶
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

東
京
美
術
学
校
で
学
び
、
感
性
鋭
く
、
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
る
作

品
を
日
展
な
ど
に
発
表
し
続
け
て
、
平
成
十
一
年
に
日
本
芸
術

院
会
員
に
就
任
さ
れ
た
大
樋
長
左
衛
門
氏
の
本
格
的
な
回
顧
展

と
し
て
は
初
め
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
幅
広

い
作
陶
世
界
を
茶
碗
・
水

指
・
香
合
・
花
入
な
ど
の

伝
統
的
な
茶
陶
と
日
展
や

日
本
現
代
工
芸
展
を
主
と

す
る
展
覧
会
出
品
作
品
、

そ
し
て
建
築
空
間
と
の
関
わ
り
を
持
つ
陶
額
・
陶
壁
（
写
真
パ

ネ
ル
を
展
示
）
に
分
け
て
展
示
し
、
軽
妙
・
洒
脱
な
絵
画
と
漆

芸
の
棗
や
木
工
の
椅
子
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
作
者
の
芸

術
世
界
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
す
る
内
容
で
し
た
。
鑑
賞
者

か
ら
も
、
日
本
の
み
な
ら
ず
広
く
東
洋
陶
磁
全
般
へ
の
深
い
理

解
と
常
に
新
し
い
作
陶
表
現
を
目
指
す
作
品
群
に
賞
賛
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作
者
に
よ
り
ま
す
講
演
会
『
私
の
作

陶
人
生
』
も
大
変
好
評
で
し
た
。

「
国
立
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
展
」

は
、
平
成
三
年
に
開
催
さ
れ
た
『
黄
金
の
エ
ジ
プ
ト
王
朝
展
』

以
来
の
エ
ジ
プ
ト
文
明
展
で
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
特
別
な

協
力
に
よ
り
、
日
本
初
公
開
の
名
品
を
含
む
七
十
五
点
の
作
品

を
「
フ
ァ
ラ
オ
の
興
り
」、「
フ
ァ
ラ
オ
の
隆
盛
」、「
フ
ァ
ラ
オ

の
栄
光
」、「
フ
ァ
ラ
オ
の
交
流
」、「
フ
ァ
ラ
オ
の
輝
き
」
の
五

つ
の
テ
ー
マ
に
よ
り
構
成
し
、
絵
画
や
レ
リ
ー
フ
、
彫
像
、
道

具
、
装
飾
品
な
ど
に
よ
り
、
ナ
イ
ル
の
豊
か
な
恵
み
に
よ
っ
て

開
花
し
た
驚
く
ほ
ど
高
度
化
さ
れ
た
文
明
を
紹
介
す
る
展
観
で

し
た
。
《
プ
ス
セ
ン
ネ
ス
I
世
の
黄
金
の
マ
ス
ク
》
を
は
じ
め

と
す
る
黄
金
作
品
へ
の
関
心
、
あ
こ
が
れ
も
あ
り
多
数
の
入
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
菅
原
道
真
公
一
一
〇
〇
年
祭
記
念

北
野
天
満
宮
神
宝

展
」
は
、「
天
神
さ
ん
」、「
天
神
さ
ま
」
と
し
て
、
現
在
も
親

し
ま
れ
て
い
る
菅
原
道
真
を
祀
る
京
都
の
北
野
天
満
宮
が
所
蔵

す
る
神
宝
を
「
菅
公
と
天
神
信
仰
」、「
天
満
宮
の
歴
史
」、「
天

神
縁
起
」、「
荘
厳
と
奉
納
の
品
々
」
の
四
テ
ー
マ
で
紹
介
し
た

も
の
で
し
た
。
前
田
家
は
三
代
藩
主
利
常
以
来
、
そ
の
先
祖
は

菅
原
道
真
で
あ
る
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
宝
物
を
奉
納
し
て

お
り
、
五
代
藩
主
綱
紀
以
来
五
十
年
ご
と
に
太
刀
を
奉
納
し
て

い
ま
す
。
郷
土
の
画
家
長
谷
川
等
伯
の
縦
二
七
五
セ
ン
チ
、
横

四
〇
七
セ
ン
チ
の
大
作
・
重
文
『
弁
慶
・
昌
俊
図
絵
馬
』
も
展

示
さ
れ
る
な
ど
、
郷
土
ゆ
か
り
の
作
品
群
も
見
応
え
が
あ
り
ま

し
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
国
宝
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』

巻
第
一
・
三
・
五
・
八
の
四
巻
の
全
巻
展
示
は
圧
巻
で
し
た
。

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

黒絵立鼓花器　大樋長左衛門（年朗）

一
般
に
美
術
館
と
か
博
物
館
と
い
う
機
関
は
、
月
曜
日
が
休

館
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
旧
館
時
代
の

石
川
県
美
術
館
も
昭
和
四
十
七
年
ま
で
は
月
曜
休
館
で
あ
り
、

私
共
同
様
兼
六
園
の
周
辺
に
あ
る
各
種
博
物
館
は
、
み
な
そ
う

で
あ
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
日
本
経
済
が

急
成
長
し
、
国
民
の
所
得
も
増
大
し
て
国
内
旅
行
が
盛
ん
と
な

っ
て
き
た
。
金
沢
の
街
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
古
き
良
き
た
た

ず
ま
い
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旅
行
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
り
、
こ
の
頃
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

そ
の
頃
の
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
を
見
て
み
る
と
、
日
曜
日
を
挟

ん
で
の
土
・
日
・
月
の
三
連
休
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
。
そ
こ

で
月
曜
日
は
開
館
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
金
沢
市
内
の
各
博
物
館
は
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
な
ら
な
い
よ
う
休
館
日
を
設
定
し
、
当
館

で
は
そ
れ
を
金
曜
日
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
博
物
館

は
一
般
的
に
月
曜
休
館
と
い
う
慣
例
が
徹
底
し
て
い
た
た
め

か
、
月
曜
日
に
開
館
し
て
も
入
館
者
は
少
な
く
、
か
え
っ
て
金

曜
日
に
休
館
し
て
い
る
こ
と
で
不
評
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

た
ま
た
ま
金
曜
休
館
日
に
、
何
か
の
用
事
で
故
中
西
前
知
事

が
来
館
さ
れ
、
丁
度
そ
の
時
に
観
光
客
ら
し
い
お
ば
さ
ん
達
が

玄
関
に
集
ま
っ
て
、
中
を
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
し
て
い
た
状
況

を
目
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
声
を
か
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
お
ば
さ

ん
達
は
知
事
と
知
っ
て
、
観
覧
で
き
な
い
か
い
う
交
渉
が
始
ま

っ
た
。
そ
の
時
は
作
品
の
入
れ
換
え
作
業
中
だ
と
い
う
こ
と
で
、

観
覧
で
き
な
い
理
由
を
話
し
、
引
き
取
っ
て
い
た
だ
い
て
一
件

落
着
し
た
が
、
そ
の
後
、
知
事
か
ら
は
年
中
無
休
で
運
営
が
で

き
な
い
か
と
の
下
問
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
種
々
検
討
の
結
果
、

昭
和
五
十
年
四
月
よ
り
、
公
立
と
し
て
は
珍
し
い
年
中
無
休

（
展
示
換
え
と
年
末
年
始
を
除
く
）
の
美
術
館
と
な
り
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

美
術
館
小
史
・
余
話
31

年
中
無
休
開
館
決
定
の
い
き
さ
つ

嶋
崎
　
丞

す
す
む

当
館
館
長
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※
三
月
の
全
館
休
館
日
は
三
日（
月
）、四
日（
火
）、二
十
九
日（
土
）〜
三
十
一
日（
月
）で
す
。

ル
ー
ベ
ン
ス
　
人
と
芸
術

（
織
田
春
樹
　
学
芸
主
任
）

黛
　
敏
郎
　
「
涅
槃
交
響
曲
」「
曼
荼
羅
交
響
曲
」（
約
60
分
）

指
揮
‥
外
山
雄
三
／
演
奏
‥
N
H
K
交
響
楽
団

日
本
の
金
工
　
13

（
南
　
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

梵
鐘
・
香
取
正
彦
　
肥
後
象
嵌
・
米
光
太
平

結
城
紬
　
大
里
ふ
く
・
北
村
勘
一
・
北
條
き
の
（
25
分
）

余
韻
は
生
き
る
　
梵
鐘
　
香
取
正
彦

染
色
パ
ネ
ル
の
美
　
鑑
賞
の
手
引
き

（
寺
川
和
子
　
学
芸
主
任
）

流
人
哀
歌
の
織
り
も
の
　
黄
八
丈
　
山
下
め
由
（
25
分
）

白
銀
の
細
工
師
　
銀
線
細
工
　
高
坂
雄
水
（
25
分
）

水
彩
画
の
美
　
3

（
西
田
孝
司
　
学
芸
主
査
）

久
留
米
絣
　
松
枝
玉
記
（
25
分
）

箪
笥
町
の
老
職
人
　
箪
笥
金
具
　
菊
池
政
雄
（
25
分
）

行
　
　
事

月
　
　
日

三
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

3
／
1
（
土
）

3
／
2
（
日
）

3
／
8
（
土
）

3
／
9
（
日
）

3
／
15
（
土
）

3
／
16
（
日
）

3
／
22
（
土
）

3
／
23
（
日
）

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

各
地
の
展
覧
会

三
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

織
り
だ
さ
れ
た
絵
画

ー
国
立
西
洋
美
術
館
所
蔵
17
〜
18
世
紀
タ
ピ
ス
リ
ー
ー

3
／
18
〜
5
／
25

国
立
西
洋
美
術
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
八
―
五
一
三
一
）

時
の
贈
り
物
木
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
公
開

3
／
1
〜
3
／
30

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
東
区
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

生
誕
1
0
0
年
記
念
　
棟
方
志
功
展

3
／
30
ま
で

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
（
大
津
市
・
〇
七
七
―
五
四
三
―
二
一
一
一
）

ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
名
品
展
　
〜
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
へ
〜

3
／
23
ま
で

京
都
国
立
近
代
美
術
館
（
京
都
市
左
京
区
・
〇
七
五
―
七
六
一
―
四
一
一
一
）

現
代
美
術
へ
の
視
点
　
連
続
と
侵
犯

3
／
23
ま
で

国
立
国
際
美
術
館
（
吹
田
市
千
里
万
博
公
園
・
〇
六
―
六
八
七
六
―
二
四
八
一
）

次
回
の
展
覧
会

特
　
集
　
春
の
優
品
選
（
前
期
）（前

田
育
徳
会
展
示
室
）

（
第
2
展
示
室
）

四
月
一
日（
火
）〜
二
十
日（
日
）

一
回
展
か
ら
出
品
し
、
数
々
の
名
作
を
生
み
出
し
、
大
阪
の
中
心
的

な
院
展
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
初
期
に
は
、

谷
崎
潤
一
郎
と
も
親
交
を
結
び
、
小
説
の
挿
絵
も
数
多
く
描
き
ま
し

た
。本

展
は
、
昭
和
二
十
二
年
六
十
八
歳
で
没
し
た
恒
富
の
、
主
要
展

覧
会
の
出
品
作
品
を
中
心
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
素
描
、
挿
絵
な
ど
資
料

も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
そ
の
業
績
を
振
り
返
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

没
後
半
世
紀
を
へ
て
開
催
す
る
大
回
顧
展
と
い
え
ま
す
。

ち
な
み
に
、
当
館
主
催
の
展
覧
会
で
、
近
代
日
本
画
に
関
し
た
も

の
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
企
画
展
示
室
三

室
を
使
っ
た
個
人
の
大
き
な
展
覧
会
は
、
平
成
二
年
の
「
―
日
本
画
壇

の
巨
匠
―
　
西
山
英
雄
展
」
以
来
で
す
。
西
山
氏
の
作
品
は
、
大
自
然

の
鼓
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景
画
で
し
た

が
、
生
涯
、
女
性
の
美
を
追
究
し
て
き
た
恒
富
の
作
品
は
対
照
的
で
、

独
特
の
艶
麗
な
輝
き
を
呈
し
た
「
美
人
画
」
が
中
心
で
す
。
そ
の
あ
た

り
の
作
風
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
本
展
は
、
す
で
に
東
京
で
開
催
さ
れ
て
お
り
（
本
紙
5
ペ
ー
ジ
参

照
。
三
月
二
十
三
日
ま
で
）、
そ
の
あ
と
当
館
へ
巡
回
し
ま
す
。

（
西
田
孝
司
　
学
芸
主
査
）

「
開
館
20
周
年
記
念
　
北
野
恒
富
展
　
金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠
」

四
月
二
十
六
日
（
土
）
〜
五
月
二
十
五
日
（
日
）

来
年
度
は
、
当
館
の
開
館
二
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
記
念
す

る
展
覧
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
そ
の
第
一
弾
は
、
春
に
開
催

す
る
「
北
野
恒
富
展
」
で
す
。
北
野
恒
富
は
日
本
画
家
で
す
が
、

ご
存
知
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
ま
ず
、

そ
の
人
物
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

恒
富
は
、
明
治
十
三
年
、
金
沢
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
富

太
郎
。
幼
少
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
二
十
五

年
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
銅
版
木
版
書
画
の
版
下
業
を
し
て
い
た

西
田
助
太
郎
に
入
門
し
、
版
下
彫
刻
に
従
事
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

頃
、
市
内
の
寺
の
住
職
か
ら
、
漢
学
や
南
画
も
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
後
、
版
画
の
彫
り
師
の
も
と
を
転
々
と
し
、
明
治
三
十
年
彫
刻
師

中
山
駒
太
郎
に
伴
わ
れ
て
、
北
國
新
聞
の
彫
刻
部
に
勤
め
る
よ
う
に

な
り
、
か
た
わ
ら
新
聞
の
挿
絵
を
研
究
し
ま
し
た
。
中
山
は
、「
画

家
ハ
都
会
ニ
ア
ラ
ネ
バ
面
白
カ
ラ
ズ
」
と
、
恒
富
に
都
会
行
き
を
勧

め
、
大
阪
の
彫
刻
師
で
あ
っ
た
伊
勢
庄
太
郎
や
、
画
家
・
稲
野
年
恒

な
ど
に
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ
た
こ
と
で
、
恒
富
は
、
大
阪
へ
旅
立

つ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

大
阪
に
着
い
た
恒
富
は
、
ま
ず
伊
勢
庄
太
郎
に
入
門
し
、
彫
り
師

の
仕
事
に
携
わ
り
、
翌
三
十
一
年
、
稲
野
年
恒
の
門
を
た
た
き
ま
し

た
。
年
恒
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
、
月

岡
芳
年
の
弟
子
で
、
同
門
に
は
鏑
木
清
方
の
師
・
水
野
年
方
が
い
ま

す
。
恒
富
は
、
次
第
に
彫
り
師
の
仕
事
か
ら
、
絵
描
き
の
道
へ
進
む

こ
と
に
な
り
、
ま
ず
は
挿
絵
で
活
躍
し
ま
し
た
。
二
十
五
歳
の
頃
か

ら
は
、
次
第
に
展
覧
会
を
意
識
し
た
制
作
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
、
横
山
大
観
に
私
淑
し
た
り
、
画
壇
で
頭
角
を
現
し
て
き
て
い

た
、
同
年
代
で
東
京
出
身
の
野
田
九
浦
の
知
遇
を
得
、
本
格
的
に
画

技
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
四
十
三
年
第
四
回
文
展
に
初
入

選
し
た
「
す
だ
く
虫
」
が
注
目
さ
れ
、
翌
四
十
四
年
に
は
、「
日
照
雨
」

で
三
等
賞
を
得
て
、
画
壇
に
そ
の

名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

大
正
に
入
る
と
、
ア
ー
ル
・
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
を
受
け
た
ポ
ス

タ
ー
な
ど
も
制
作
し
、
評
判
を
呼

び
ま
し
た
。
本
画
で
は
、
活
動
の

舞
台
を
院
展
に
移
し
、
三
年
の
第

北
野
恒
富
展

金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画
の
巨
匠

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

願いの糸　大正3（1914）年　木下美術館蔵
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
三
三
号
　
平
成
十
五
年
三
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

三
月
三
日（
月
）・
四
日（
火
）・
二
十
九
日（
土
）〜
三
十
一
日（
月
）

晩
年
、
作
者
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
聖
書
に
題
材
を
得
て
、

数
々
の
名
作
を
生
み
ま
し
た
。
本
作
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
、

牛
に
化
け
た
ゼ
ウ
ス
が
、
美
し
い
エ
ウ
ロ
ペ
を
背
に
乗
せ
て
エ

ー
ゲ
海
を
渡
り
、
ク
レ
タ
島
へ
連
れ
去
っ
て
い
く
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
描
い
た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
ゼ
ウ
ス
と
エ
ウ
ロ

ペ
の
子
が
ク
レ
タ
王
と
な
る
ミ
ノ
ス
で
、
そ
の
子
が
半
人
半
牛

の
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
の
由
来
は
エ

ウ
ロ
ペ
か
ら
き
て
い
る
等
々
、
神
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
果
て
し
な
く
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
で
は
ル
ー
ベ
ン
ス
の
「
エ
ウ
ロ
ペ
の
略

奪
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
や
や
劇
的
な
情
景
と
し
て
描

か
れ
た
り
も
し
ま
す
が
、
宮
本
は
全
面
深
い
青
色
を
主
体
と
し

て
、
夜
と
海
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
よ
く
醸
し
出
し
た
叙
情
的
、

牧
歌
的
作
品
と
し
て
描
き
ま
し
た
。
制
作
は
四
十
七
年
で
す
が
、

サ
イ
ン
は
な
く
、
あ
る
い
は
ま
だ
、
制
作
途
上
に
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
展
覧
会
へ
の
出
品
は
、
没
後
の
五
十
一
年
、

第
三
十
回
二
紀
展
で
、
創
立
会
員
回
顧
室
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

作
者
の
宮
本
三
郎
は
小
松
市
の
生
ま
れ
で
、
川
端
画
学
校
に

学
ん
で
藤
島
武
二
の
指
導
を
受
け
、
の
ち
安
井
曾
太
郎
に
師
事

し
ま
し
た
。
戦
時
中
は
陸
軍
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
南
方
戦
線
に

従
軍
取
材
し
、「
山
下
・
パ
ー
シ
バ
ル
両
司
令
官
会
見
図
」
で

帝
国
芸
術
院
賞
を
受
賞
。
記
録
画
の
花
形
作
家
と
し
て
活
躍
し

ま
す
。
戦
後
二
十
二
年
に
二
紀
会
を
創
立
し
、
そ
の
中
心
的
存

在
と
な
っ
て
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
四
十
二
年
二
紀
会
初
代
理

事
長
に
就
任
。
ま
た
、
前
年
の
四
十
一
年
に
は
日
本
芸
術
院
会

員
と
な
る
な
ど
、
戦
後
を
代
表
す
る
写
実
系
具
象
画
家
の
一
人

で
し
た
。

牧　歌
宮本三郎
明治38年（1905）～昭和49年（1974）

昭和47年　1972

第30回二紀展（昭和51年）

縦130.2 横162.2（cm）

三
月
一
日（
土
）よ
り
受
付
開
始
！！

新
年
度
友
の
会
会
員
募
集

三
月
一
日（
土
）よ
り
受
付
開
始
！！

新
年
度
友
の
会
会
員
募
集

◎
募
集
定
員
　
二
、
〇
〇
〇
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

◎
会
　
　
費
　
一
、
五
〇
〇
円
（
年
額
）

◎
受
付
場
所
　
当
館
図
書
閲
覧
室

◎
受
付
時
間
　
休
館
日
を
除
く
午
前
九
時
三
十
分

〜
午
後
四
時
三
十
分

◎
郵
便
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合

①
ご
希
望
の
方
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

②
詳
細
は
『
美
術
館
だ
よ
り
』
第
二
三
二
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

③
会
員
証
は
『
美
術
館
だ
よ
り
』
と
と
も
に
三
月
末
頃
か
ら
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

④
郵
便
振
替
口
座
　0

0
7
0
0

―7

―4
6
4
9
0

加
入
者
名
　
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会

☆
当
館
主
催
展
覧
会
入
場
料
の
割
引

☆
『
石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り
』
を
毎
月
郵
送

お
問
い
合
わ
せ
は
当
館
普
及
課
友
の
会
係
ま
で
。

1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇

見　本

会
員
の
特
典

新年度会員証（見本）
色変鶴菱文唐織　前田家伝来

江戸時代


